
Android デバイスでは、デバイスエディターに  SIM 管理
パネルが用意されており、デバイスにインストールされている  SIM および  eSIM プロファイルの管理、 eSIM
プロファイルの追加または削除、およびデバイスに送信された  eSIM
コマンドの履歴の表示を行うことができます。このパネルは  Android デバイスでのみ利用可能です。

EID（ eUICC識別子）は、デバイスの eSIMハードウェアを識別するものです。通信事業者はこれを使用して
eSIMプロファイルをデバイスにバインドするため、 EIDを取得することは通常、 eSIM
プロビジョニングワークフローの最初のステップとなります。

会社所有デバイス  (Android 13 以降 ): EID
はデバイスのステータスとともに自動的に報告されるため、ユーザーによる操作は必要ありません
。
個人所有デバイス  (Android 13 以降 ): EID をリクエスト
ボタンを使用します。ユーザーのデバイスに  EID
の共有を求める通知が表示され、ユーザーはリクエストを承認または拒否できます。 EID
はユーザーが承認した場合のみ表示されます。リクエストの保留中は、ボタンは無効なままとなり
ます。

インストール済みの  SIM テーブルには、物理  SIM と  eSIM
プロファイルを含め、現在デバイスで認識されている  SIM

SIM 管理

SIM 情報は、デバイスポリシーで  ネットワーク情報
のレポートが有効になっている場合に、フル管理デバイスから報告されます（このオプションは
Cerberus Enterprise によって常に有効化されています）。詳細は  ステータスレポート
ページを参照してください。

デバイス  EID

EID
リクエストを送信すると、まず確認ダイアログが表示されます。これは、ユーザーのデバイスに通知
が表示されるためです。

インストール済みの  SIM

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/91831


が一覧表示されます。個人所有デバイスでは、デバイスが  SIM 情報を報告していない場合でも、 eSIM
の追加  コマンドでインストールされた  eSIM プロファイルが表示されます。

通信事業者 : SIM に関連付けられている通信事業者の名前（報告されている場合）。
電話番号 : SIM に関連付けられている電話番号（報告されている場合）。
ICCID: SIM の  Integrated Circuit Card Identifier（ ICカード識別子）。
アクティベーション状態 : eSIM がアクティブ化されているかどうか。 Android 15 以降の  eSIM
についてのみ報告されます。
構成モード : eSIM が管理者によって構成されたか、ユーザーによって構成されたか。 Android 15
以降の  eSIM についてのみ報告されます。
SIM タイプ : デバイスがそのエントリを  eSIM として報告しているかを表示します。

インストール済みの  eSIM
の横にある削除ボタンを使用して、そのプロファイルをデバイスから削除します。コマンドを送信する前に
、確認ダイアログが表示され、削除する  eSIM の  ICCID を確認するよう求められます。 eSIM の削除は
Android 15 以降でサポートされています。

eSIM の追加  セクションでは、デバイスに新しい  eSIM プロファイルをインストールします（ Android 15
以降でサポート）。これには以下が必要です：

有効期間 : コマンドをすぐに実行できない場合に、そのコマンドが有効である期間。
アクティベーションコード : 通信事業者から提供される  eSIM
プロファイルのアクティベーションコード。コード全体を入力することも、 SM-DP+
アドレスのみを入力して、通信事業者がすでに  EID
にリンクさせているプロファイルをデバイスに検出させることもできます。
アクティベーション状態 : eSIM
プロファイルをダウンロード後に自動的にアクティブ化するか、それともユーザーによる手動のア
クティベーションのために未アクティブのままにするか。

削除コマンドが進行中、または実行済み（失敗していない）の  eSIM には、一時的な  削除中
のアクティベーション状態が表示されます。デバイスが更新された  SIM
リストを報告すると、そのエントリはリストから消えます。同じコマンドの二重送信を防ぐため、削
除が進行している間は削除ボタンは利用できません。

eSIM の削除

eSIM の追加

コマンド履歴



eSIM の追加 、 eSIM の削除 、および  EID のリクエスト  といった、デバイスに送信された  eSIM
コマンドの履歴が、「 eSIM
の追加」セクションの下に表示されます。テーブルは並べ替えが可能で、ページネーションをサポートして
います。一部の行を展開すると、コマンドのパラメーター（アクティベーションコードや  ICCID
など）と実行ステータスを表示できます。これには、デバイスでの操作が失敗した場合の  eSIM
エラーの詳細も含まれます。

作成日
コマンド
有効期間
ステータス
エラー : コマンドの実行によって報告された場合に、 eSIM のエラー状態（例：
ユーザーによる拒否 、 無効なアクティベーションコード 、または  ICCID が見つかりません
）を表示します。
実行日

コマンドパネルからデバイスを消去する場合、 eSIM の消去  フラグによって、消去と同時に  eSIM
プロファイルを削除するかどうかを制御します。ワーク
プロファイルが設定されている個人所有デバイスでは、このフラグはデフォルトで有効になっています（管
理対象の  eSIM は削除されますが、個人所有の  eSIM には影響しません）。同じフラグは、
デバイスの登録解除  確認ダイアログでも利用可能です。

消去および登録解除時の  eSIM の消去
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